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県
内
初
の
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

市
長
「
ジ
オ
は
西
予
の
担
い
棒
で
あ
り
、
全
国
発
信
で
き
る
柱
と
な
る
も
の
」

今
後
は
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
を
目
指
す

「
四
国
西
予
ジ
オ
パ
ー
ク
」
が
誕
生
！

　９
月
24
日（
火
）、
午
後
５
時
25
分
。
日
本

ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
か
ら
の
電
話
を
受
け
た

三
好
市
長
が
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を
見
せ
る
と
、

詰
め
か
け
た
報
道
関
係
者
か
ら
は
歓
喜
の
声

が
漏
れ
ま
し
た
。
西
予
市
が
ジ
オ
パ
ー
ク
と

し
て
認
定
さ
れ
た
瞬
間
で
す
。
県
内
初
と
な

る
認
定
は
、
翌
朝
の
地
方
紙
で
も
一
面
で
報

道
さ
れ
ま
し
た
。

　ジ
オ
パ
ー
ク
と
は
、
地
質
な
ど
の
自
然
と

人
間
の
歴
史
や
文
化
、
産
業
な
ど
を
含
め
た

「
大
地
の
公
園
」
の
こ
と
。
認
定
を
受
け
る

こ
と
で
全
国
に
対
し
て
認
知
度
を
上
げ
、
地

域
づ
く
り
に
生
か
せ
る
強
み
と
な
り
ま
す
。

　三
好
市
長
は
「
認
定
に
向
け
て
、
市
民
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
お
か
げ
。
ジ
オ

パ
ー
ク
は
西
予
市
の
担
い
棒
。
そ
こ
に
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
乗
せ
て
、
全
国
に
対
し
て
西

予
市
を
発
信
し
て
い
く
柱
と
し
て
い
き
た

い
。
そ
し
て
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
も
目

指
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　現
在
、「
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
」
は
ユ
ネ
ス

コ
の
支
援
対
象
と
い
う
位
置
付
け
（
「
世
界

遺
産
」
は
ユ
ネ
ス
コ
正
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で

す
が
、
今
後
正
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
検
討

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
的
に
ま
す
ま
す

ジ
オ
パ
ー
ク
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
く

中
、
当
市
は
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

審
査
結
果

　申
請
の
あ
っ
た
10
地
域
中
、
認
定
と
な
っ

た
の
は
７
地
域
（
四
国
西
予
、
三
笠
、
三

陸
、
佐
渡
、
お
お
い
た
姫
島
、
お
お
い
た
豊

後
大
野
、
桜
島
・
錦
江
湾
）

西
予
市
の
評
価

　
当
地
域
は
、
日
本
列
島
の
地
質
の
成
り
立

ち
の
謎
を
解
く
鍵
の
ひ
と
つ
と
な
る
、
４
億

年
以
上
前
の
地
層
や
岩
石
を
含
む
「
黒
瀬
川

帯
」
と
い
う
西
日
本
に
帯
状
に
分
布
す
る
地

質
帯
の
研
究
が
最
初
に
行
わ
れ
た
地
で
あ

る
。
西
予
市
の
地
形
は
東
西
に
延
び
る
黒
瀬

川
帯
と
そ
れ
に
沿
っ
て
細
長
く
続
く
各
種
の

地
層
・
岩
石
の
影
響
を
受
け
て
で
き
て
い

る
。
こ
う
し
た
地
形
・
地
質
が
各
種
ツ
ア
ー

に
活
用
さ
れ
始
め
て
い
る
。
ま
た
、
ジ
オ

パ
ー
ク
に
な
る
前
か
ら
地
域
で
の
活
動
へ
の

住
民
の
参
加
意
識
が
高
く
、
大
学
と
の
連
携

も
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
の
活
動
に
よ
り
親

し
み
や
す
い
ジ
オ
パ
ー
ク
に
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
日
本
ジ
オ

パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
に
ふ
さ

わ
し
い
と
認
め
、
加
盟
を
認
定
す
る
。
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　市
内
外
か
ら
応
募
の
あ
っ
た
新
病
院
の
名

称
２
７
６
作
品
中
「
西
予
市
立

　西
予
市
民

病
院
」
が
選
考
委
員
に
よ
っ
て
選
ば
れ
、
９

月
19
日
に
西
予
市
新
病
院
名
称
選
考
委
員
会

（
増
田
清
委
員
長
）
か
ら
三
好
市
長
に
答
申

書
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　第
２
回
選
考
委
員
会
で
絞
ら
れ
た
６
作
品

（「
西
予
医
療
セ
ン
タ
ー
」、「
西
予
市
民
病

院
」、「
宇
和
病
院
」、「
西
予
病
院
」、「
西
予

中
央
病
院
」、「
れ
ん
げ
病
院
」）
の
う
ち
選

考
委
員
で
無
記
名
投
票
を
行
い
、
最
も
票
を

集
め
た
同
名
を
選
出
。
３
回
の
会
議
を
経
て

の
決
定
で
し
た
。

　名
称
は
今
後
、
議
会
の
承
認
を
経
て
12
月

頃
ま
で
に
正
式
決
定
す
る
見
込
み
で
す
。

答
申
書

記

１
．
選
考
名
称
及
び
理
由

　
当
委
員
会
と
し
て
は
、「
西
予
市
立
　
西
予

市
民
病
院
」
を
新
病
院
の
名
称
と
し
て
選
考

し
た
。

　
選
考
し
た
理
由
は
、「
愛
媛
県
地
域
医
療

再
生
計
画
に
基
づ
く
、
西
予
市
の
新
し
い
病

院
と
し
て
地
域
医
療
を
担
う
中
核
病
院
で
あ

り
、
医
療
・
福
祉
・
介
護
の
地
域
連
携
の
要

と
し
て
の
役
割
を
担
う
病
院
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
名
称
で
あ
る
。
ま
た
、
公
立
病
院
と
し

て
シ
ン
プ
ル
で
分
か
り
や
す
く
、
市
民
は
も

と
よ
り
周
辺
地
域
の
皆
様
か
ら
も
親
し
ま
れ

る
名
称
で
あ
る
」

平
成
25
年
９
月
19
日

西
予
市
長
　
三
好
幹
二
　
様

西
予
市
新
病
院
名
称
選
考
委
員
会

委
員
長
　
増
田
　
清

　
　市
役
所

　新
病
院
建
設
推
進
室

　☎
０
８
９
４（
62
）１
１
２
６

問

登
録
制
度

　本
市
の
臨
時
職
員
・
非
常
勤
職
員
と
し
て

任
用
を
希
望
す
る
人
に
事
前
に
登
録
し
て
い

た
だ
き
、
任
用
の
必
要
が
生
じ
た
と
き
に
登

録
者
の
中
か
ら
選
考
し
採
用
す
る
も
の
で
す
。

　登
録
は
採
用
を
約
束
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
待
機
中
の
求
職
活
動
な
ど
に

制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
登
録
し
た
人

全
員
が
採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

登
録
要
件

①
申
込
時
点
に
お
い
て
18
歳
以
上
60
歳
未
満

の
人
（
非
常
勤
職
員
を
希
望
す
る
場
合
は
18

歳
以
上
70
歳
未
満
） 

②
登
録
を
希
望
す
る
職

種
に
必
要
な
資
格
・
免
許
な
ど
を
有
し
て
い

る
人 

③
心
身
と
も
に
健
康
で
勤
務
に
支
障

が
な
い
人 

④
日
本
国
籍
を
有
す
る
人 

⑤
地

方
公
務
員
法
第
16
条
の
欠
格
事
項
に
該
当
し

な
い
人

登
録
受
付
期
間

　平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら
年
間
を
通
じ
て

随
時

提
出
書
類

　「西
予
市
臨
時
職
員
等
候
補
者
名
簿
登
録

申
込
書
」、
該
当
資
格
・
免
許
を
証
明
す
る

も
の
の
写
し

提
出
方
法

　持
参
（
開
庁
日
の
執
務
時
間
内
）
ま
た
は

郵
送

申
込
書
・
募
集
要
項

　市
役
所
総
務
課
ま
た
は
各
支
所
総
務
課
で

お
渡
し
し
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の

場
合
は
、
西
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
様
式

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
職
種

　事
務
補
助
、
校
務
員
、
調
理
員
、
労
務

員
、
業
務
員
・
管
理
員
、
保
育
士
、
幼
稚
園

講
師
、
介
護
支
援
専
門
員
、
介
護
認
定
調
査

員
、
保
健
師
、
看
護
師
、
栄
養
士

※
職
種
に
よ
り
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
（
文

書
作
成
・
表
計
算
処
理
）が
求
め
ら
れ
ま
す
。

勤
務
条
件

　市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
募
集
要
項
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
申
込
書
提
出
先

　（〒
７
９
７－

８
５
０
１
）
愛
媛
県
西
予
市

宇
和
町
卯
之
町
三
丁
目
４
３
４
番
地
１

西
予
市
役
所 

総
務
企
画
部 

総
務
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
０

臨
時
職
員
の
登
録
制
度
を
開
始

西
予
市
新
病
院

　
名
称
選
考
委
員
会
か
ら
答
申

「
西
予
市
立
　
西
予
市
民
病
院
」
を
新
病
院
の
名
称
と
し
て
選
考

西
予
市
役
所
で
働
い
て
い
た
だ
く
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
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貴
重
な
十
二
日
間
の
旅髙

岡
　
萌も

え

（
宇
和
中
）

　
海
外
派
遣
は
つ
ら
い
事
が
た
く
さ
ん
あ
っ

た
け
ど
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
て
得
た
物
は
す

ご
く
大
き
い
で
す
。
こ
の
十
二
日
間
で
私
は

す
ご
く
成
長
で
き
た
し
、
自
信
も
持
て
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
学
校
生
活
に

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
研
修
に
参
加
し
て

神
岡
　
孝た

か

宏ひ
ろ

（
野
村
中
）

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
二
週
間
は
、
僕

に
と
っ
て
、
一
生
の
思
い
出
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
生
き
方
を
考
え
る
材
料
と
な
り
ま
し

た
。
色
々
な
方
の
支
え
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ

す
ば
ら
し
い
経
験
が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
し

て
い
ま
す
。

海
外
派
遣
事
業
を
終
え
て

本
田
　
紗さ

智ち

（
野
村
中
）

　
最
初
は
不
安
ば
か
り
で
し
た
が
現
地
の
方

と
も
す
ぐ
に
打
ち
と
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本

と
の
文
化
の
違
い
を
肌
で
感
じ
、
た
く
さ
ん

の
事
を
学
び
、
と
て
も
い
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

海
外
派
遣
を
通
し
て三

瀬
　
欽き

ん

路じ

（
野
村
中
）

　
今
回
の
事
業
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
人

柄
、
自
然
、
文
化
に
直
接
触
れ
る
こ
と
で
、

そ
の
良
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
他
国
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
で
、
改
め
て
日

本
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
今
回
の

事
業
に
参
加
で
き
て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で

す
。

一
生
の
思
い
出

佐
藤
　
純じ

ゅ
ん

奈な

（
明
浜
中
）

　
人
生
初
の
海
外
で
の
生
活
は
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。
で
も
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
日

本
に
帰
り
た
く
な
っ
た
日
も
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
毎
日
を
充
実
し
て
過
ご
せ
た
こ
と

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。
い
つ
か
ま
た
海
外
へ

行
き
優
し
く
し
て
く
れ
た
方
々
に
恩
返
し
し

た
い
で
す
。

十
二
日
間
の
貴
重
な
体
験

菊
池
　
颯は

や

斗と

（
三
瓶
中
）

　
人
口
の
七
倍
多
い
羊
に
圧
倒
さ
れ
た
り
、

当
た
り
前
に
飲
ん
で
い
る
水
も
貴
重
で
あ
っ

た
り
、
日
本
と
は
異
な
る
生
活
・
文
化
を
体

験
で
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
現

地
の
高
校
生
と
の
交
流
も
心
に
残
り
、
こ
の

経
験
を
将
来
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

研
修
を
終
え
て

坂
口 

愛え

美み

（
城
川
中
）

　
私
は
こ
の
研
修
で
英
語
を
も
っ
と
学
び
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
の
思
い
を
英
語
で

伝
え
る
の
が
、
こ
れ
ほ
ど
難
し
い
と
は
思
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
同
時
に
、
英
語
に
対
す
る

意
欲
が
高
ま
っ
た
の
が
大
き
な
成
長
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
こ
の
経
験
を
将
来
に
生
か
し
た

い
で
す
。

　
　

お別れパーティーで
パフォーマンスに拍手喝采

卒業セレモニーでは
修了証書をいただきました

今日でホストファミリーとはお別れ
See You Again!

地元の学生の案内で
オークランドを散策

最後のカリキュラム修了
みんなの笑顔に達成感が…

ランチタイム
おにぎりが恋しくなりました
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貴
重
な
体
験
を
今
後
に

木
下 

弘ひ
ろ

規の
り（

生
徒
派
遣
団
団
長
・
三
瓶
中
学
校
長
）

　
生
徒
の
「
一
日
一
日
は
と
て
も
長
か
っ
た

が
十
二
日
間
は
短
か
っ
た
」
の
声
に
は
言
葉

が
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
環
境
の
中
で
の
戦
い

と
研
修
の
充
実
と
素
晴
ら
し
い
体
験
、
学
び

の
会
得
を
感
じ
る
。
感
謝
の
思
い
を
忘
れ
ず

に
、
今
後
の
挑
戦
と
さ
ら
な
る
成
長
を
期
待

す
る
。

夢
に
近
づ
く
一
歩

濱
田
　
美み

鈴す
ず

（
宇
和
中
）

　
海
外
派
遣
に
参
加
し
て
私
は
一
回
り
成
長

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
言
葉
が
上
手
く
通
じ

ず
は
が
ゆ
い
思
い
も
し
ま
し
た
が
積
極
的
に

話
し
か
け
ら
れ
た
の
で
自
分
に
と
っ
て
す
ご

く
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
も
っ
と

英
語
を
勉
強
し
自
分
の
夢
に
近
づ
け
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

国
際
交
流
事
業
に
参
加
し
て

田
中
　
生せ

い

悟ご

（
宇
和
中
）

　
今
回
、
僕
は
、
西
予
市
国
際
交
流
事
業
に

参
加
さ
せ
て
頂
い
た
。
僕
が
一
番
心
に
残
っ

た
の
は
、
や
は
り
一
週
間
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

で
あ
る
。
外
国
で
の
生
活
は
新
鮮
な
も
の

で
、
外
国
の
文
化
と
、
同
時
に
、
日
本
の
文

化
を
も
教
え
て
く
れ
た
。
有
意
義
な
十
二
日

だ
っ
た
。

　西
予
市
で
は
、
生
き
た
英
語
を
学
び
、
異

文
化
を
体
験
す
る
こ
と
で
国
際
感
覚
を
養

い
、
英
語
活
動
に
お
い
て
牽
引
役
を
果
た
し

た
り
、
広
い
視
野
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
を

図
っ
た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
夏
休

み
期
間
中
に
市
内
の
中
学
生
19
人
を
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　以
下
、
子
ど
も
た
ち
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
（
紙
面
の
都
合
に
よ
り
各
地
域
か
ら
数
名

ず
つ
の
掲
載
と
し
て
い
ま
す
）。

西予市生徒国際交流事業報告

異文化を肌で感じ、生きた英語を学ぶ！

どこまでも続く牧草地帯の風景

ホストファミリーと対面
優しそうな笑顔に緊張もほぐれます

英語の授業は日本語禁止
みんな顔がひきつっています

バディと一緒に授業に参加。もちろん英語オンリーで
タラデールハイスクールでバディに自己紹介
うまく通じるかな…

8月5日 出発式～バスで大阪へ　関西国際空港～～オークランドへ

8月6日
オークランド乗り継ぎ～～空路ネイピアへ
現地語学学校へ入校。ホストファミリーと対面し、ホームステイ開始

8月7日 終日英語学習

8月8日
午前英語学習
午後アクティビティ研修（ロッククライミング）

8月9日
タラデールハイスクール訪問。バディとの対面
終日バディと一緒に過ごし、授業へ参加

8月10・11日 それぞれのホストファミリーとの休日
8月12日 午前英語学習　午後卒業セレモニー、さよならパーティー

8月13日
ホストファミリーとお別れ　ネイピア市出発～観光研修へ
ロトルア（テプイア、アグロドーム、マオリ文化研修）

8月14日
ワイトモ鍾乳洞（土ホタル見学）
オークランド研修（Ｂ＆Ｓプログラム実施）

8月15日 オークランド出発～～空路関西国際空港へ
8月16日 大阪出発～バスにて西予市へ　帰着後解団式～解散
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用語チェック
歳出…１年間のすべての支出のこと
人件費…職員の給料や議員の報酬など
物件費…委託料や使用料、光熱水費、消耗品費、臨時

職員の賃金、備品購入費など
維持補修費…施設や道路などの維持補修費
扶助費…生活、教育、医療費などへの支援費
補助費等…各種団体への補助金や交付金、負担金、保

険料など
公債費…市債返済のためのお金
普通建設事業費…道路や建物などの建設費
災害復旧事業費…道路や河川、施設などの復旧費
積立金…特定の目的のためや財源に余裕があるときに

積み立てるお金
投資及び出資金…病院･水道事業会計への出資金など
貸付金…中小企業金融に対する貸付金の原資など
繰出金…農業集落排水事業特別会計や国民健康保険特

別会計など他会計への繰出金
義務的経費…支出が義務付けられた経費（人件費、扶

助費、公債費）
任意的経費…団体が自由に支出できる経費（上記義務

的経費以外の経費）

歳出の性質別内訳

市民１人あたりの納めた税金

74,369円
市民１人あたりに使われたお金

560,040円
市民１人あたりの借入金残高

1,055,992円
市民１人あたりの財産

（有価証券・出資金・基金）

305,378円
※土地、建物、山林、立木など金銭管
理していないものは除く

（平成25年3月31日現在の住民基本台帳
人口を基に算出）

一般会計歳出

235億5,025万円

　歳
入
歳
出
総
額
は
、
と
も
に

前
年
度
と
比
較
し
て
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　歳
入
は
２
４
９
億
４
、１
２

７
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
18
億
９
７
４
万
円（
６
・
８

％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、

庁
舎
建
設
事
業
な
ど
の
大
型
継

続
事
業
と
国
の
地
域
活
性
化
交

付
金
事
業
が
前
年
度
に
終
了
し

た
こ
と
に
よ
る
国
庫
支
出
金
、

市
債
が
減
額
に
な
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　歳
出
は
２
３
５
億
５
、０
２

５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
25
億
６
、５
３
９
万
円（
９
・

８
％
）の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　そ
の
主
な
要
因
は
、
庁
舎
建

設
事
業
な
ど
の
普
通
建
設
事
業

費
、
基
金
積
立
金
が
減
額
に

な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。　ま

た
、
予
算
編
成
で
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
経
常
経
費

の
削
減
な
ど
、
事
務
事
業
全
般

に
わ
た
る
徹
底
し
た
歳
出
見
直

し
、
各
種
政
策
の
優
先
順
位
に

つ
い
て
の
厳
し
い
選
択
と
必
要

事
業
へ
の
重
点
的
・
効
果
的
な

配
分
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。

平
成
24
年
度
決
算
を
前
年
度
と
比
較
し
て
み
る
と

人 件 費
公 債 費
扶 助 費

物 件 費
繰 出 金
普 通 建 設 事 業 費
補 助 費 等
災 害 復 旧 事 業 費
そ の 他

積立金
投資及び出資金
維持補修費
貸付金

合計
235億5,025万円

義務的経費
111億382万円
（47.2％）

任意的経費
124億4,643万円
（52.8％）

30億1,718万円（12.8％）
35億3,055万円（15.0％）

45億4,439万円（19.3％）
37億5,740万円（16.0％）

28億203万円（11.9％）

25億9,456万円（11.0％）
20億826万円（8.5％）

１億2,233万円（0.5％）
11億7,355万円（5.0％）

８億2,534万円
１億2,428万円
１億1,848万円
１億  545万円�

�

�
�
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用語チェック
歳入…１年間すべての収入
市税…皆さんが市に納めた税金
地方交付税…国が徴収した税金の
中から市の財政状況に応じて交
付されたお金

地方譲与税及び○○交付金
…国・県が徴収した税金の中か
ら市に分配されたお金

国庫・県支出金…特定の目的のた
めに国や県から交付されたお金

市債…市の借金のことで、大きな
事業を行うために国や金融機関
などから借り入れたお金

分担金及び負担金…特定の利益を
受けた方から負担していただい
たお金

使用料及び手数料…皆さんが市の
施設を使ったり住民票などの交
付に対して支払ったりしたお金

財産収入…市の持つ財産を運用し
たり売ったりして得たお金

繰入金…各種基金の取り崩しに
よって繰り入れたお金

諸収入…その他さまざまな収入
自主財源…自前で収入できるお金
依存財源…国や県から交付された
り、借り入れたりしたお金

　主
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業

の
長
引
く
低
迷
に
よ
り
市
税
収

入
の
横
ば
い
状
態
が
続
き
、
国

の
緊
急
的
な
経
済
対
策
な
ど
に

よ
り
一
般
財
源
は
一
時
的
に
回

復
し
ま
し
た
が
、
新
市
建
設
計

画
や
総
合
計
画
に
沿
っ
た
普
通

建
設
事
業
費
や
少
子
高
齢
社
会

へ
の
対
応
な
ど
新
た
な
行
政
経

費
の
増
大
に
よ
り
、
依
然
と
し

て
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫
ら
れ

て
い
ま
す
。

　歳
入
の
う
ち
市
税
な
ど
の

自
主
財
源
は
20
・
３
％
。
残
り

79
・
７
％
は
地
方
交
付
税
や
市

債
、
国
・
県
支
出
金
な
ど
に
依

存
し
て
い
ま
す
。
財
政
基
盤
が

脆
弱
な
本
市
に
お
い
て
は
、
今

後
も
国
の
歳
出
・
歳
入
一
体
改

革
や
国
・
地
方
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
経
費
削
減
・
財
政

の
健
全
化
施
策
に
よ
り
大
き
な

影
響
を
受
け
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。

　こ
う
し
た
中
、
平
成
24
年
度

は
「
誇
れ
る
、
愛
着
の
も
て
る

西
予
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
を

踏
ま
え
な
が
ら
「
財
政
健
全
化

指
針
」・「
第
二
次
西
予
市
行
政

改
革
大
綱
」
を
基
に
、
す
べ
て

の
職
員
が
厳
し
さ
を
増
す
財
政

状
況
に
対
す
る
認
識
を
深
め
ま

し
た
。
そ
し
て
、
事
務
事
業
全

般
の
徹
底
し
た
見
直
し
や
各
種

施
策
の
優
先
順
位
に
つ
い
て
の

厳
し
い
選
択
を
行
い
、
枠
予
算

の
中
で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
資
源

配
分
（
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点

的
配
分
）
と
経
費
支
出
の
効
率

化
に
徹
し
、
持
続
可
能
な
財
政

構
造
の
確
立
と
市
民
満
足
度
の

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
安
全
・

安
心
な
暮
ら
し
の
実
現
、
地
域

の
活
性
化
に
努
め
ま
し
た
。

歳
出
総
額
は
、
前
年
度
比
9
・
8
％
の
減

西
予
市
財
政
事
情
書
の
作
成

及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
第

２
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成

24
年
度
西
予
市
一
般
会
計
並

び
に
特
別
会
計
な
ど
に
つ
い

て
の｢

財
政
事
情｣

を
次
の
と

お
り
公
表
し
ま
す
。

西
予
市
長

　三
好

　幹
二

平成 24 年度

決
算

市役所財政課
☎0894（62）6402

問

一般会計歳入

249億4,127万円

市税の内訳
固定資産税

市 民 税

市たばこ税

軽自動車税

鉱 産 税

市税総額
31億2,729万円

14億3,709万円（45.9％）

13億5,446万円（43.3％）

２億2,412万円（7.2％）

１億1,161万円（3.6％）

１万円（0.0％）



広報　せいよ9

【総務費】
ホームページ事業（367万円）
　情報の見やすさ、探しやすさ、誰

にでも優しい使いやすさを目標に全

面改修を実施。

せいよ地域づくり交付金事業
（8,726万円）
　「自分たちの地域は、自分たちの手

で！」を基本理念に自主・自立の地

域づくりを推進するため、27の地域

づくり組織に交付金を交付。

地域公共交通確保維持改善事業
（919万円）
　公共交通の空白地域を解消するた

め、平成23年の惣川地区（野村）

に続き遊子川地区（城川）でデマン

ド乗合タクシーの運行を開始。

【民生費】
コミュニケーション支援事業（314万円）
　聴覚障がい者の円滑なコミュニ

ケーションを支援するため、市役所

障害福祉係に手話通訳者を配置する

とともに、要望に応じて市内外へ手

話通訳者を派遣。手話奉仕員養成講

座も開催。

【衛生費】
下泊診療所移転事業（1,454万円）
　高齢化・過疎化が進む地域の医療

を確保するため、老朽化した下泊診

療所（三瓶）を、平成21年度に閉校

した下泊小学校校舎に移転改修。

住宅用太陽光発電システム設置補助
金事業（1,169万円）
　環境にやさしいまちづくりを推進

するため、住宅用太陽光発電システ

ムの設置に対する助成制度を設け、

63件の助成を実施。

妊婦健診事業（1,696万円）
　妊婦と胎児の健康管理、安心・安

全な出産のため、１人14回まで妊婦

健診の公費負担を実施。

汚泥再生処理施設整備事業
（2,117万円）
　し尿および浄化槽汚泥などを処理

する汚泥再生処理施設の整備にあ

平成24年度に実施した主な事業

たって生活環境影響調査、測量・地

質調査、整備基本計画の策定などを

実施。

【労働費】
緊急雇用創出事業（6,489万円）
　地域の雇用環境改善を図るために

短期の雇用、就業機会を創出する11

の事業を実施。

【農林水産業費】
農業後継者育成事業（2,361万円）
　就農初期段階の新規就農者に対す

る就農給付金の交付、新規就農予定

者の研修費助成などを実施。

有害鳥獣捕獲対策事業（1,466万円）
　有害鳥獣の捕獲などに対する助

成金を交付。捕獲実績︰イノシシ

1,154頭、シカ18頭など。

水産物供給基盤機能保全事業（270万円）
　漁港施設の長寿命化と長寿命化事

業費の平準化を図るために必要な漁

港保全計画の作成に着手。

【商工費】
ジオパーク調査研究事業（599万円）
　日本ジオパークの認定を目指して

四国西予ジオパーク推進協議会の設

立、出前講座、ジオツアー、ジオガ

イド養成講座などを実施。

大相撲巡業事業（350万円）
　相撲文化の継承と相撲のまち西予

市をPRするため、大相撲巡業西予

市野村場所の実行委員会に補助金を

交付。

【土木費】
がけ崩れ防災対策事業（１億1,503万円）
　がけに隣接する住宅で、土砂災害

の危険性が高い箇所のがけ崩れ防止

工事を実施。

道路新設改良事業（５億4,930万円）
　地域交通の安全性・利便性向上を

図るために、市道の新設改良34事

業を実施。

【消防費】
消防団装備整備事業（4,932万円）
　老朽化した消防団装備の更新を計

画的に実施。消防ポンプ自動車１

台、積載車４台、小型動力ポンプ付

軽積載車１台、小型動力ポンプ５

台。

災害用資機材・施設整備事業
（4,682万円）
　明浜・三瓶地区の津波一時避難場

所への避難道路整備、防災倉庫、防

災テント、簡易トイレの配備などを

実施。

防災行政無線・情報システム整備事
業（6,334万円）
　市内防災行政無線の維持管理のほ

か三瓶地区全世帯に対し、防災行政

無線を屋内で聞くことができる防災

行政ラジオを配布。

【教育費】
小学校施設耐震化事業（１億3,395万円）
　高山小学校の屋内運動場、中川小

学校の管理教室棟、田之筋小学校の

校舎、野村小学校の特別教室管理

棟・普通教室棟、土居小学校屋内運

動場の耐震補強工事を実施。これに

より小学校校舎・屋内運動場の耐震

化率は81％となった。

放課後子どもプラン事業（94万円）
　放課後や長期休暇中の子どもたち

に安全・安心に過ごす場所を提供す

るため、明浜と城川で放課後子ども

教室を実施。

おイネ賞事業（214万円）
　全国の女性医師、女子医学生に懸

賞作文を募集し、日本最初の女性医

師「楠本イネ」を輩出したまちとし

て西予市の全国発信を行った。

偉人伝承活動事業（455万円）
　故郷の偉人「二宮敬作」の演劇西

予市公演を招致し、市内全中学生が

観劇したほか、長崎から西予市まで

を中学生が歩く「おイネさんウォー

ク 」に対し補助金を交付。

愛媛国体施設整備事業（704万円）
　2017えひめ国体で女子ソフトボー

ルの競技会場となる宇和運動公園お

よび御旅公園の施設整備基本計画の

作成などを実施。
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使い道が自由な資金の
うち、使い方が決まっ
ている資金の占める割
合

75％以下　適正
75～80％　注意
80％以上　要注意

使い道が自由な資金の
うち、公営企業の一部
を含めた借金返済金の
占める割合

18％　地方債の発行に
以上　国の許可が必要
25％　地方債の発行に
以上　制限を受ける

会　　計　　名
決　算　額

歳　入 歳　出

上水道事業会計
収益的収支 6億  473万円 5億3,354万円

資本的収支 4億9,890万円 4億9,890万円

病院事業会計
収益的収支 28億8,413万円 28億4,161万円

資本的収支 4億8,811万円 4億8,811万円

野村介護老人保健
施設事業会計

収益的収支 4億4,145万円 4億4,189万円

資本的収支 3,689万円 3,689万円

計
収益的収支 39億3,031万円 38億1,704万円

資本的収支 10億2,390万円 10億2,390万円

平成24年度公営企業会計別決算額

平成24年度会計別決算額

会　計　名　称
決　算　額

歳　入 歳　出 差　引

一般会計 249億4,127万円 235億5,025万円 13億9,102万円

授産場特別会計 2,270万円 2,061万円 209万円

住宅新築資金等貸付事業特別会計 681万円 681万円 －

育英会奨学資金貸付特別会計 1億1,880万円 2,850万円 9,030万円

国民健康保険特別会計（事業勘定） 57億4,995万円 57億4,956万円 39万円

俵津診療所勘定会計 1,016万円 981万円 35万円

狩江診療所勘定会計 6,620万円 6,612万円 8万円

高山診療所勘定会計 9,604万円 9,596万円 8万円

田之浜診療所勘定会計 1,880万円 1,880万円 －

惣川診療所勘定会計 1,185万円 1,181万円 4万円

土居診療所勘定会計 8,765万円 8,762万円 3万円

杉之瀬出張診療所勘定会計 37万円 37万円 －

遊子川出張診療所勘定会計 726万円 558万円 168万円

二及診療所勘定会計 7,723万円 7,443万円 280万円

周木診療所勘定会計 4,480万円 4,312万円 168万円

後期高齢者医療特別会計 6億  917万円 5億9,863万円 1,054万円

介護保険特別会計（事業勘定） 50億6,383万円 50億3,459万円 2,924万円

簡易水道事業特別会計 2億8,647万円 2億4,339万円 4,308万円

農業集落排水事業特別会計 4億4,213万円 4億4,103万円 110万円

公共下水道事業特別会計 11億  573万円 10億9,735万円 838万円

計 387億6,722万円 371億8,434万円 15億8,288万円

市債の会計別残高状況
　平成24年度末残高　　444億551万円
　臨時に多額の費用を要する事業を行う場合に
は、政府などから資金を借り入れます。これが市
債です。

会　計　名 残　高 比率（％）
一般会計 335億8,936万円 75.6
住宅新築資金等貸付事業特別会計 1,154万円 0.0
国民健康保険特別会計 47万円 0.0
簡易水道事業特別会計 6億5,677万円 1.5
農業集落排水事業特別会計 29億5,347万円 6.7
公共下水道事業特別会計 39億4,148万円 8.9 
上水道事業会計 13億8,185万円 3.1
病院事業会計 13億  965万円 2.9
野村介護老人保健施設事業会計 5億6,092万円 1.3

計 444億  551万円 100.0

市有財産の状況
　西予市が所有する土地や建物の面積などは次の
とおりです。

土 地 3,417,215㎡
建 物（延面積） 396,752㎡
山 林 5,501,883㎡
立 木 153,867㎥
有 価 証 券 3億1,687万円
出 資 金 6億6,707万円
基 金 118億5,751万円

その他／浮桟橋、じん芥処理施設、し尿処理施
設、地役権、乗用車、消防車、医療機器、絵画
など

西予市は元気！？　指標で見る財政事情
　財政構造の弾力性（余裕）を示すもので、西予
市の体力を測る目安になります。危険度が増すに
つれて、体力を失っていくことになります。

西予市　平成24年度 ①86.4%　　②11.2%
　〃　　平成23年度 85.5%　　　11.8%
　〃　　平成22年度 84.1%　　　12.3%
県内市平均（平成23年度） 86.3%　　　12.6%
全国市平均（平成23年度） 89.6%　　　10.8%

自由に使えるお金は
残ってる？

借金で財政が圧迫さ
れていない？

①経常収支比率 ②実質公債費比率

危ない？

注意…

大丈夫！
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　平
成
25
年
第
３
回
西
予
市
議
会
定
例
会

が
、
９
月
２
日
か
ら
25
日
ま
で
の
24
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　一
般
会
計
予
算
に
13
億
６
、０
９
７
万
円

（
補
正
予
算
第
２
号
）
お
よ
び
３
億
１
２
９

万
８
千
円
（
第
３
号
）
を
追
加
し
、
総
額
で

２
８
７
億
５
、８
２
９
万
３
千
円
（
前
年
度

同
時
期
の
予
算
額
と
比
べ
て
44
億
９
、５
２

７
万
４
千
円
の
増
）
と
す
る
補
正
予
算
案
な

ど
28
議
案
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
平
成
24
年

度
一
般
会
計
ほ
か
12
会
計
の
決
算
認
定
な
ど

上
程
52
案
件
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
予
算
の
主
な
補
正

せ
い
よ
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
事
業

�

（
総
務
費
）
６
７
９
万
３
千
円

　合
併
10
周
年
と
な
る
平
成
26
年
度
に
西
予

市
の
宣
伝
広
報
活
動
で
活
躍
し
て
も
ら
う

「
せ
い
よ
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
の
募
集
、
研
修

な
ど
に
か
か
る
経
費
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
事
業

�

（
民
生
費
）
１
９
３
万
８
千
円

　平
成
27
年
度
に
施
行
さ
れ
る
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
新
制
度
に
取
り
組
む
た
め
に
必
要

な
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計
画
」
の
策
定

準
備
と
し
て
、
市
内
の
支
援
ニ
ー
ズ
調
査
に

か
か
る
経
費
。

農
作
物
干
害
対
策
事
業

�

（
農
林
水
産
業
費
）
５
０
０
万
円

　７
月
以
降
の
少
雨
に
よ
り
市
内
全
域
で
渇

水
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
た
た
め
、
集
落
や

営
農
組
織
な
ど
が
実
施
す
る
農
作
物
干
害
対

策
に
対
す
る
補
助
金
。

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
事
業

�

（
商
工
費
）
３
３
６
万
円

　四
国
せ
い
よ
ジ
オ
パ
ー
ク
を
市
外
に
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
行
う
小
中
学
生
対
象
の
バ
ス
ツ

ア
ー
、
市
内
中
学
生
に
よ
る
愛
媛
新
聞
へ
の

中
学
生
新
聞
掲
載
、
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ

Ｉ
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
か
か
る
経
費
。

防
災
対
策
啓
発
活
動
事
業

�

（
消
防
費
）
８
４
９
万
５
千
円

　平
成
25
年
６
月
10
日
に
発
表
さ
れ
た
愛
媛

県
地
震
被
害
想
定
調
査
結
果
に
よ
り
、
明

浜
・
三
瓶
に
全
戸
配
布
す
る
津
波
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
な
ど
に
か
か
る
経
費
。

明
浜
地
区
小
学
校
統
合
校
舎
建
設
事
業

�

（
教
育
費
）
７
、２
０
３
万
円

　統
合
校
舎
建
設
位
置
に
あ
た
る
俵
津
小
学

校
プ
ー
ル
が
解
体
と
な
る
た
め
、
明
浜
中
学

校
プ
ー
ル
の
小
中
学
校
兼
用
へ
の
改
修
お
よ

び
小
学
校
低
学
年
用
プ
ー
ル
増
設
に
か
か
る

工
事
請
負
費
。

公
共
施
設
整
備
基
金
事
業

�

（
諸
支
出
金
）
２
億
５
、８
５
４
万
８
千
円

　今
後
急
増
が
見
込
ま
れ
る
公
共
施
設
の
長

寿
命
化
、
更
新
、
老
朽
化
に
よ
る
解
体
・
撤

去
な
ど
に
要
す
る
経
費
の
財
源
と
す
る
た
め

の
基
金
を
積
み
立
て
る
も
の
。

条
例
の
制
定
・
一
部
改
正

西
予
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
設
置
条
例（
制
定
）

　子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
西
予
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

西
予
市
が
設
置
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

に
係
る
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等

の
手
続
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

　汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
あ
た

り
、
生
活
環
境
影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
手
続

き
お
よ
び
意
見
書
の
提
出
方
法
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
。

財
産
の
取
得

平
成
25
年
度
西
予
市
業
務
用
パ
ソ
コ
ン
等
の

取
得
に
つ
い
て

　業
務
用
パ
ソ
コ
ン（
２
５
３
台
）、
イ
メ
ー

ジ
ン
グ
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
増
設
用
メ
モ
リ
類
お

よ
び
既
存
Ｐ
Ｃ
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
用
ラ
イ
セ

ン
ス
を
四
国
通
建
株
式
会
社
か
ら
３
、５
１

１
万
２
千
円
で
購
入
。

西
予
市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
取
得

に
つ
い
て

　市
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
式
を
、

小
川
ポ
ン
プ
工
業
株
式
会
社
か
ら
２
、１
２

１
万
円
で
購
入
。

西
予
市
消
防
署
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
水
槽

車
の
取
得
に
つ
い
て

　市
消
防
署
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
き
水
槽
車

一
式
を
、
小
川
ポ
ン
プ
工
業
株
式
会
社
か
ら

４
、１
３
７
万
円
で
購
入
。

議
員
発
議

西
予
市
議
会
会
議
規
則
（
一
部
改
正
）

　議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
を
「
協
議
又
は

調
整
を
行
う
た
め
の
場
」
と
し
て
規
定
す
る

こ
と
で
、
正
規
の
議
会
活
動
と
し
て
位
置
付

け
る
。

議
員
決
議

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
推
進
宣
言

決
議
案
の
提
出

　悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
、「
自

転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
」
を
推
進

す
る
こ
と
な
ど
を
宣
言
す
る
。

市
議
会
第
３
回
定
例
会
　
一
般
会
計
に
16
億
６
、
２
２
６
万
８
千
円
を
追
加
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平成25年度
西予市健全化判断比率・資金不足比率の公表

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が平成

21年４月に全面的に施行されました。

　この法律は、健全化判断比率および資金不足比率を

公表する制度を設け、その比率に応じて「早期健全

化」、「財政の再生」、「公営企業の経営の健全化」を図

るための計画を策定する制度を定めて、地方公共団体

の財政の健全化に資することを目的としています。

健全化判断比率
区　　分 西予市の比率 早期健全化基準（※２） 財政再生基準（※３）

①実質赤字比率（※１） － 12.67％ 20.00％

②連結実質赤字比率（※１） － 17.67％ 30.00％

③実質公債費比率 11.2％ 25.0％ 35.0％

④将来負担比率 58.3％ 350.0％

※１　赤字額が生じていない場合、「－」と表示しています。

※２　健全化判断比率のうち１つでも早期健全化基準以上に
なると「財政健全化計画」の策定が義務づけられ、その実
施状況を毎年度議会に報告し公表することとなります。

※３　健全化判断比率のうち１つでも財政再生基準以上にな
ると「財政再生計画」の策定が義務づけられ、その実施状況
を毎年度議会に報告し公表するとともに、財政運営が計画
に適合しないと認められる場合においては、予算の変更な
どの国の勧告が行われます。

各比率の説明
①実質赤字比率
　一般会計などの赤字の比率。市の中心的な行政サー

ビスを行う一般会計などについて、歳入が歳出に不足

する額（赤字額）を市税、地方交付税などの一般財源の

額（標準財政規模）と比較した数値です。

②連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字の比率。水道、病院などを含め

たすべての会計の赤字額と黒字額を合算して、市全体

としての赤字額を算出。それを実質赤字比率と同様に

標準財政規模と比較した数値です。

③実質公債費比率
　借入金返済などの義務的な財政負担の大きさを表

し、資金繰りの危険度を示す比率。一般会計の借入金

返済額だけでなく、特別会計の借入金返済額に対する

一般会計からの繰出金も対象とし、これらの合算額を

標準財政規模と比較した数値です。

④将来負担比率
　一般会計の借入金残高や将来支払っていく可能性の

ある費用が、将来財政を圧迫する可能性が高いかどう

かを示す比率です。借入金残高など現時点で想定され

る将来の実質的な負担額(将来負担額)を算出し、それ

を標準財政規模と比較した数値です。

資金不足比率
会計名 資金不足比率（※４）

上水道事業会計 －

病院事業会計 －

野村介護老人保健施設事業会計 －

簡易水道事業特別会計 －

農業集落排水事業特別会計 －

公共下水道事業特別会計 －

経営健全化基準（※５） 20.0%

資金不足比率は経営状況の深刻度
　資金不足比率とは、公営企業の資金不足額の料金収

入に対する比率。経営状況の深刻度を示します。

※４…資金不足額が生じていない場合、「－」と表示し

ています。

※５…早期健全化基準に相当するもので、公営企業ご

との資金不足比率が経営健全化基準以上になると、

「経営健全化計画」の策定が義務づけられます。

今後も大型事業あり。�堅実な財政運営に努めていきます
　「健全化判断比率」および「資金不足比率」は、いずれ

も早期（経営）健全化基準を下回っています。しかし、

早期健全化基準が設けられた趣旨は、財政破綻に至ら

ないように早期に予防措置を講じることにあり、基準

を下回っていることが財政の健全性を保証するもので

はありません。

　市では、汚泥再生処理施設整備事業、新市立病院建

設事業などの大型事業を実施しており、また、国体施

設整備事業、小学校統合校舎の改築などの事業も、今

後推進していく予定です。これらに対応することによ

り、各指標が高い水準となることも見込まれます。市

としての自主的な財政健全化目標を定めて、堅実な財

政運営に努めることが求められます。
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（左から）三好市長、高岡ハナコさん（城川町高野子）、
睦子さん・義夫さん（長男ご夫婦）　　　　　　　　　

　西予市合併10周年記念関連事業のひとつとして９月
22日（日）、ＮＨＫ「俳句王国がゆく」の公開収録を
宇和文化会館で行いました。
　司会は博多華丸・大吉（タレント）さん。日本初の
女医・楠本イネを育んだまちにちなみ、ゲストには友
利新（医師）さんを招き開催。
　Ｅテレでの全国放送に向けて、西予の魅力の数々が
俳句を通して紹介されました。

左「俳句王国チーム」と右「地元チーム」に分かれて対決

　９月17・20・26・27日、三好市長が今年度99歳とな
る長寿者を訪問し、敬老祝金を手渡しました。
　大正４年生まれの高岡ハナコさんは「好き嫌いな
く何でもいっぱい食べます。若い頃は荷をかるったり
（背負ったり）していっぱい働きました」ときっぱり。
　今年度の敬老祝金該当者は満88歳（大正14年４月２
日～同15年４月１日生）が387人、満99歳（大正３年
４月２日～同４年４月１日生）が24人でした。

これからが始まり
県内初のジオ認定を祝ってセレモニー

白寿の秘訣は「何でも食べること」
長寿を祝って敬老訪問

ＮＨＫ「俳句王国がゆく」が西予市に
西予市合併10周年記念関連事業　　

（上）「やったぁ！」（下）ロゴマークとデザイナー井上さん

　ジオパーク認定を受けて９月25日（水）、「四国西予
ジオパーク認定セレモニー」が市役所１階市民ロビー
で開催されました。
　「四国西予ジオパーク」のロゴマークをデザインし
た井上真季さん（デザイナー＝宇和町下松葉＝）は
「西予市の自然や産物を組み合わせてひとつのマーク
とした。ジオとは大地であり、そこで暮らす人自身。
このマークが西予市のプロモーション（宣伝）を担っ
ていくものとなるよう願っている」とあいさつ。
　セレモニーに駆けつけた松井俊介くん（まつい・
しゅんすけ＝皆田小６＝）は「認定されてうれしい。
夏には世界ジオパークの室戸でキャンプをして、そこ
にある岩を探したりしました。これから西予市が、ジ
オで有名になっていったらいいな」と喜びを語りまし
た。
　ジオパークに認定されたことがゴールではなく、こ
れからが始まりです。住民・地域・企業・行政など、
西予市で暮らす全ての人がジオパークを意識して「自
分は何ができるか」を考えて行動を続けていくこと
が、地域の力、そしてジオパークの力へとつながって
いきます。
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愛媛大学医学部４回生による提言

　９月21日（土）野村町山本集会所前で「どてかぼちゃ
フェア」が開催され、約50個が勢揃いしました。
〈成績〉重量の部①渡部憲嗣（今治市）125㌔▼形の部
①岩本武夫（宇和町）▼色の部①二宮兼雄（宇和町）▼珍
品の部①井関隆夫（野村町）▼奨励賞 宇和中学校６・
７組▼重量当てクイズ①水口義一（野村町）▼種飛ばし
大会・一般男子①松本眞一（野村町）・一般女子①竹本
照子（松山市）・子ども①薬師寺宝良（宇和町）

「夏の小雨で今年は不作」というものの約50個が並ぶ

（上）入場行進　（下）試合前の始球式

　西予市の地域医療の現状を理解してこれからの地域
医療のあり方について考えることを目的に、９月１日

（日）、県歴史文化博物館において西予市地域医療セ
ミナーが開催されました。
　基調講演・特別講演の後、シンポジウムでは愛媛大
学医学部４回生の小糸さんらが「西予市の地域医療へ
の提言～学生の立場から～」を発表。野村病院での実
習を通して学んだことや、地域の魅力などを参加者に
訴えました。

　８月18日（日）、宇和運動公園を主会場に西予市民体
育祭が開催されました。
　今年で10回目を迎える記念大会に市民640人が参加
して真夏の空の下、熱戦を繰り広げました。
　各競技種目の結果は次のとおりです。（優勝、準優勝
チーム・個人のみ。敬称略）

【バレーボール】女子①宇和②三瓶【ソフトボール】
男子①野村②宇和▼女子①宇和②野村城川【軟式野
球】①野村②宇和【ソフトテニス】①野村②宇和【バ
ドミントン】男子①宇和②野村▼女子①宇和②野村
【サッカー】①宇和②三瓶【グラウンドゴルフ】①宇
和文化の里GGA②城川フレンドA【ターゲットバー
ドゴルフ】男子①炭倉洋（宇和）②松根福美（宇和）
▼女子①佐々木カズエ（三瓶）②上杉智子（三瓶）
▼シニア①松本吉弘（宇和）②井上良人（宇和）【ク
ロッケー】一般①真土A（宇和）②魚成（城川）▼シ
ニア①川津南②皆江（三瓶）▼グランドシニア①田之
浜（明浜）②土居（城川）【レクバレー】一般①宇和
②明浜▼１部①三瓶②城川▼２部①野村②三瓶▼３部
①宇和②城川

西予市地域医療セミナー
会場は満席、立ち見も多数　

第27回どてかぼちゃフェア
体重よりも大きな大物ずらり

真夏の空の下、熱戦
第10回西予市民体育祭

次号で詳しく紹介します。

主催「敬作とおイネの会」実行委員会
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図
書
館
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文
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☎
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４
１
６

　高
速
バ
ス
事
故
な
ど
社
会
問
題
を
題
材
に

し
た
全
７
編
か
ら
な
る
連
作
短
編
ミ
ス
テ

リ
ー
。「
切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
の
告
白
」
の

犬
養
隼
人
が
、
色
に
ま
つ
わ
る
難
事
件
に
挑

む
。
著
者
の
得
意
な
ど
ん
で
ん
返
し
あ
り
。

　国
語
教
科
書
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
詩

が
、
い
せ
ひ
で
こ
さ
ん
の
絵
で
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る
新
し
い
作

品
に
な
り
ま
し
た
。

　繰
り
返
さ
れ
る
問
い
か
け
が
心
を
動
か

す
、
き
っ
と
忘
れ
ら
れ
な
い
一
冊
に
な
る
美

し
い
絵
本
で
す
。

三
瓶
分
館

◎
お
す
す
め
の
本

　「
襲
名
犯
」
竹
吉
優
輔（
著
）
講
談
社

（
発
）
…
図
書
館
で
司
書
と
し
て
働
き
な
が

ら
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
に
挑
戦
し
、
江
戸
川
乱

歩
賞
第
55
回
で
一
時
通
過
、
第
57
回
で
二
次

通
過
、
そ
し
て
今
回
、
連
続
猟
奇
殺
人
事
件

を
元
に
、
第
59
回
江
戸
川
乱
歩
賞
を
受
賞
。

「
雪
中
花
　
と
り
か
え
ば
や
物
語
異
聞
」
東

め
ぐ
み（
著
）
郁
朋
社（
発
）「
喧
嘩
猿
」
木

内
一
裕（
著
）
講
談
社（
発
）「
離
れ
折
紙
」

黒
川
博
行（
著
）
文
藝
春
秋（
発
）「
吹
部
」

赤
澤
竜
也（
著
）
飛
鳥
新
社（
発
）「
ピ
ン
・

ザ
・
キ
ャ
ッ
ト
の
優
美
な
叛
乱
」
萩
世
い
を

ら
（
著
）
河
出
書
房
新
社（
発
）「
Ｕ
Ｎ
Ｔ

Ｉ
Ｔ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ア
ン
タ
イ
ト
ル
」
飛
鳥
井
千
砂

（
著
）
ポ
プ
ラ
社（
発
）「
夜
明
け
の
カ
ノ
ー

プ
ス
」
穂
高
明（
著
）
実
業
之
日
本
社（
発
）

「
月
光
の
奪
還
」
伊
藤
基（
著
）
幻
冬
舎
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス（
発
）「
無
垢
の
領
域
」
桜
木
紫

乃（
著
）
新
潮
社（
発
）「
自
分
を
好
き
に
な

る
方
法
」
本
谷
有
希
子（
著
）
講
談
社（
発
）

◎
絵
本

　「
ち
び
は
ら
」
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ギ
ブ
ス（
作
）

谷
川
俊
太
郎（
訳
）
光
村
教
育
図
書（
発
）
…

英
国
の
し
か
け
絵
本
で
す
。

中
央
館

　
天
神
の
土
居
道

重
氏
の
居
宅

で
、
間
口
一
二

間（
約
24
㍍
）、

奥
行
六
間
（
約

12
㍍
）
、
大
黒

柱
は
一
尺
八
寸

角（
約
55
㌢
）の

木
造
平
屋
建
て

で
茅
葺
き
屋
根
、
入
母
屋
造
り
一
棟
は
藩
政

時
代
の
庄
屋
の
威
厳
を
誇
示
す
る
堂
々
た
る

建
造
物
で
あ
る
」（
指
定
文
書
か
ら
転
載
）

　こ
の
庄
屋
は
、
そ
の
昔
伊
予
と
土
佐
の
宿

場
と
し
て
栄
え
た
旧
惣
川
村
の
天
神
部
落
に

あ
り
、
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
記
録
が
あ
り

ま
す
が
、
江
戸
時
代
後
期
の
文
政
10
年
（
１

８
２
７
年
）
頃
の
建
築
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
母
屋
（
本
宅
）
は
、
こ
の
地
方
の
生
活

様
式
と
軸
組
み
建
築
工
法
を
伝
え
る
貴
重
な

歴
史
遺
産
と
し
て
、
昭
和
43
年
に
町
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
町
が
土
居
家
か
ら
譲
り
受
け
て
、

平
成
10
年
に
は
「
茅
葺
き
民
家
交
流
館
・
土

居
家
」
と
し
て
落
成
。
修
復
工
事
に
お
い
て

屋
根
の
葺
き
替
え
は
困
難
を
極
め
ま
し
た

が
、
地
元
に
二
人
の
茅
葺
き
職
人
が
お
ら
れ

た
こ
と
や
、
地
区
住
民
に
よ
る
「
茅
の
一
束

運
動
」
な
ど
地
区
を
挙
げ
て
の
協
力
が
あ
り

実
現
し
ま
し
た
。

　茅
葺
き
木
造
民
家
と
し
て
は
四
国
最
大
級

の
規
模
と
歴
史
を
持
ち
、
屋
根
と
軸
組
み
部

分
の
大
き
さ
や
裏
山
に
あ
る
樹
齢
数
百
年
の

屋
根
林
を
借
景
に
し
て
佇
む
姿
は
、
今
も
な

お
訪
れ
る
人
々
に
感
動
と
郷
愁
の
思
い
を
与

え
、
ま
さ
に
農
村
の
原
風
景
そ
の
も
の
で
す
。

　松
山
居
住
者
や
惣
川
出
身
の
方
々
を
毎
年

５
月
と
10
月
に
土
居
家
に
招
待
し
て
、
住
民

と
の
親
睦
・
交
流
を
深
め
る
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
本
宅
の
ほ

か
、
宿
泊
棟
、
茶
室
、
食
堂
、
展
示
室
が
あ

り
、
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ジ
オ
パ
ー
ク
の
認
定
を
受
け
た
西
予
市

で
、
土
居
家
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
く

の
か
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員

　窪
内

　貞
丸
）

藩
政
時
代
の
庄
屋
本
宅「

こ
の
建
物
は
、

坪栗遺跡ミニ展示

　11月11日（月）～28
日（木）まで、市役所
１階市民ロビーにて
展示中！弥生時代の
集落が見つかった坪
栗遺跡（宇和町山
田）の出土品を中心
に展示しています。
今回は「器代（きだ
い）」と呼ばれる器を
のせる器を紹介。

「最初の質問」
長田弘（詩）　　
いせひでこ（絵）
講談社（発）　　

「七色の毒」
中山七里（著）
角川書店（発）
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せいよ部マネージャー大募集！

～☆　マネージャーやけん、言いたいこと、言うよ！　☆～

　西予市が2014年４月に合併10周年を迎えます。まちに

は美しい海、里、山があり、「若者が自然の中でめいっ

ぱい遊べるまち」として豊富な資源に恵まれています。

　日本ジオパークの認定を受けた今、「せいよの魅力を

もっとたくさんの人に知ってもらいたい！」との思いか

ら「せいよ部」を立ち上げます。

　西予市の魅力を内外へ、特に四国内をターゲットに発

信する役割を担い、さらに若者独自の視点から西予市を

明るくする政策、アイデアなどをどしどし提案していた

だきます！

　合言葉は「西予、言うよ！」。その言葉と共に私たち

の住むまちを一緒にＰＲしてくれる「ローカルマネー

ジャー」略して「ロカマネ」を大募集します！！

募集人数および方法
　全国から10人以内を募集します。応募用紙、履歴書、

顔写真および自己PRできるもの（動画・レポートな

ど）を準備し、市役所企画調整課へ直接または郵送によ

り応募してください。

募集期間　11月29日（金）まで

募集要件
　せいよ部マネージャーとして誠実に一生懸命活動して

くれる人／昭和59年４月２日から平成７年４月１日まで

に生まれた人　※詳細は募集要領をご覧ください。

主な業務内容
　四国内の若者をメインターゲットとした西予市のPR

活動／若者の視点を活かした地域活性化のための政策提

言／愛媛県が誇るタレント「らくさぶろう」と連携しテ

レビやラジオ・雑誌などにおいて西予市をPRする活動

報酬など
　時給760円を元に算定した報酬を支給するほか必要に

応じて旅費を支給。詳細はお問い合わせください。

問い合わせ・応募先
〒797－8501 愛媛県西予市宇和町卯之町三丁目434番

地１　西予市役所総務企画部企画調整課 地域振興係

☎0894（62）6403

村
上 

ヒ
カ
ル
く
ん
（
７
）

む
ら
か
み
・
ひ
か
る

＝
宇
和
町
信
里
＝

三
好 

悠
介
さ
ん
（
17
）

み
よ
し
・
ゆ
う
す
け

＝
三
瓶
町
朝
立
＝

Jr.オリンピックとインターハイで全国２位 小学１年生の部
マウンテンバイク全国大会で優勝

　インターハイ（８月17～20日、長崎市民総合プール）

とジュニアオリンピック（８月25～30日、東京辰巳国

際水泳場）のバタフライ100mで、三好悠介さんが２

位に輝きました。記録︰◯53秒29、◯53秒３

　「優勝しか頭になかったので、今シーズンは納得で

きていません。去年53秒22の自己ベストをマークした

ので、今年は52秒台の戦いを見据えていました。ス

タートとターン後が今後の課題。これからの目標は、

まずは３年後のリオオリンピックに出場して、そこで

表彰台を狙うこと。そして2017年、大学４年生のとき

に愛媛国体があるので、そこでも良い成績を残したい

と思います」

イ ジ

　「第12回全国小学生・中学生マウンテンバイク大会 

白馬さのさか」（８月３～４日、白馬クロスカントリー

競技場）小学１年生の部で、村上ヒカルくん（多田小１）

が優勝しました。

　「自転車を始めたのは去年から。お兄ちゃんやお父

さんが乗っているのを見て『かっこいいな、ぼくも

やりたいな』って思ったのがきっかけです。春の大会

（八幡浜市）で２年生たちに負けたのがすごく悔しく

て、全国大会前は毎日練習しました。お父さんはぼく

のことを『負けん気が強くて、できるまであきらめな

いところがある』と言っています。来年の全国大会で

も優勝したいです」

テレビやラジオ・雑誌
などに出演して西予市
をＰＲしてくれる人、
大募集だよっ
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警
察
署
だ
よ
り

問
西
予
警
察
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☎
０
８
９
４（
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１
１
０

　「拳
銃
１
１
０
番
報
奨
制
度
」
と
は
、
実

名
・
匿
名
を
問
わ
ず
、
あ
な
た
の
情
報
に
よ

り
銃
器
な
ど
が
押
収
さ
れ
、
か
つ
被
疑
者
が

検
挙
さ
れ
た
と
き
、
状
況
に
応
じ
て
報
奨
金

が
支
払
わ
れ
る
制
度
で
す
。
拳
銃
が
１
丁
押

収
さ
れ
た
場
合
に
つ
き
、
10
万
円
が
目
安
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　「拳
銃
を
見
た
！
」、「
拳
銃
を
持
っ
て
い

る
人
を
知
っ
て
い
る
」、「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
拳
銃
が
売
買
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
、
拳
銃

に
関
す
る
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
皆
さ

ん
か
ら
の
貴
重
な
情
報
が
、
平
穏
な
生
活
と

尊
い
命
を
守
り
ま
す
。

通
報
の
受
付（
全
国
共
通
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　☎
０
１
２
０（
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）３
７
７
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新
聞
の
訪
問
販
売
（
勧
誘
）
に
つ
い
て

　新
聞
の
訪
問
販
売
に
関
す
る
相
談
は
、
全

国
で
毎
年
１
万
件
前
後
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。　内

容
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
な
の
に
10
年

以
上
の
長
期
契
約
や
数
年
後
か
ら
の
契
約
を

さ
せ
ら
れ
た
も
の
や
、
入
院
な
ど
を
理
由
に

解
約
を
申
し
出
る
と
高
額
な
解
約
料
や
景
品

代
を
請
求
さ
れ
る
と
い
っ
た
も
の
で
す
。

　契
約
時
に
景
品
表
示
法
で
定
め
ら
れ
る
範

囲
を
超
え
る
景
品
を
提
供
し
、
解
約
を
申
し

入
れ
る
と
景
品
を
買
っ
て
返
す
よ
う
に
求
め

ら
れ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

◎
安
易
に
数
年
間
の
契
約
や
数
年
後
か
ら
の

契
約
は
し
な
い
こ
と
で
す

◎
景
品
の
金
額
が
高
そ
う
な
と
き
は
、
さ
ら

に
契
約
に
慎
重
に
な
る
こ
と
が
必
要
で
す

◎
解
約
の
条
件
が
ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
契

約
時
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
ト
ラ
ブ
ル
を

避
け
る
た
め
に
必
要
で
す

◎
ア
ン
ケ
ー
ト
と
言
い
な
が
ら
契
約
書
に
サ

イ
ン
さ
せ
る
悪
質
な
手
口
も
あ
る
の
で
、
落

ち
着
い
て
書
類
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

◎
訪
問
販
売
の
た
め
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
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新
聞
契
約
し
て
景
品
を
も
ら
っ
た
が･･･

?!

Ｎ
Ｏ
！
Ｇ
Ｕ
Ｎ
Ｓ
「
違
法
銃
器
の
根
絶
」
～
拳
銃
１
１
０
番
報
奨
制
度
～

旧
軍
用
拳
銃
が
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
で
思
わ
ぬ
事
故
に
つ

な
が
っ
た
り
、
盗
ま
れ
て
犯
罪
に
使
用
さ
れ

た
り
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

　例
え
大
事
な
形
見
や
遺
品
で
あ
っ
て
も
、

所
持
す
る
こ
と
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。
発
見
し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
最
寄
り
の

警
察
署
に
届
け
ま
し
ょ
う
。

自
首
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す

　拳
銃
を
所
持
す
る
こ
と
は
罪
と
な
り
ま
す
。

し
か
し「
隠
し
て
い
た
拳
銃
を
処
分
し
た
い
」、

「
預
か
っ
た
荷
物
か
ら
拳
銃
が
出
て
き
た
」

な
ど
、
す
す
ん
で
警
察
に
提
出
す
れ
ば
、
こ

れ
ら
の
罪
は
軽
減
ま
た
は
免
除
さ
れ
ま
す
。

休 日 当 番 医
変更となる場合があります。念のため医
療機関へ確認の上、お出かけください。

宇和・明浜地区

11月３日（日）かどた医院☎0894（62）6722

11月４日（月）おだクリニック☎0894（62）6606

11月10日（日）土居内科☎0894（69）1285

11月17日（日）矢野整形外科☎0894（62）6698

11月23日（土）高千穂病院☎0894（62）5009

11月24日（日）松多クリニック☎0894（62）6655

野村・城川地区

11月３日（日）野村病院☎0894（72）0180

11月４日（月）宇都宮内科☎0894（72）3333

11月10日（日）野村病院☎0894（72）0180

11月17日（日）井関病院☎0894（72）0030

11月23日（土）野村病院☎0894（72）0180

11月24日（日）野村病院☎0894（72）0180

三瓶地区

11月３日（日）内・外� 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

11月４日（月）内・外� 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

11月10日（日）内・外� 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

11月17日（日）内・外� 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

11月23日（土）内・外� 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

11月24日（日）内・外� 八幡浜急患センター☎0894（24）1199

小児科

11月３日（日）おおむら小児科（内子町城廻）☎0893（44）7117

11月４日（月）みかんこどもクリニック（八幡浜市白浜通）☎0894（20）8800

11月10日（日）亀井小児科（大洲市東大洲）☎0893（24）3757

11月17日（日）八幡浜急患センター（八幡浜市大平）☎0894（24）1199

11月23日（土）ごうお小児科医院（大洲市西大洲）☎0893（24）3936

11月24日（日）守口小児科（八幡浜市産業通）☎0894（24）7770

奇数日が野村病院
偶数日が宇和病院11月

市内救急病院
　二次救急（平日夜間および休日）

市立宇和病院☎0894（62）1121
市立野村病院☎0894（72）0180

二次救急は中症～重症患者の受け入れをする医
療機関です。検査・入院・手術が必要な場合に
備え、医師と外来看護師が当直し、検査・放射
線の技師が待機して救急医療にあたっています。
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消
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秋
の
火
災
予
防
運
動
　
～
11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
～

妊
娠
中
か
ら
始
め
よ
う
！
「
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
歯
の
健
康
」

　11
月
９
日（
土
）か
ら
15
日（
金
）ま
で
の
一

週
間
、
全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
防
火
意
識
の
高
揚

を
目
的
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

ス
ト
ー
ブ
の
使
用
に
注
意

　気
温
が
低
下
し
て
く
る
こ
の
時
期
は
、
暖

房
器
具
を
使
う
頻
度
が
高
く
な
っ
て
き
ま

す
。
中
で
も
ス
ト
ー
ブ
は
手
軽
に
使
用
で
き

る
機
種
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
火
災
の

原
因
と
な
る
可
能
性
も
高
く
な
っ
て
き
ま

す
。　火

災
事
例
と
し
て
は
、
可
燃
物
が
ス
ト
ー

ブ
の
熱
源
に
接
触
し
た
り
、
熱
を
受
け
て
発

火
し
て
火
災
に
な
る
事
例
が
６
割
を
占
め
て

い
ま
す
。

ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
事
例

◎
ス
ト
ー
ブ
で
乾
燥
さ
せ
て
い
た
洗
濯
物
や

カ
ー
テ
ン
な
ど
が
接
触
し
て
火
災
に
な
っ
た

◎
就
寝
中
に
布
団
が
ス
ト
ー
ブ
に
接
触
し
て

火
災
に
な
っ
た

◎
ス
ト
ー
ブ
の
前
に
置
い
て
い
た
ス
プ
レ
ー

缶
が
加
熱
さ
れ
爆
発
し
た

　こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
、
ス
ト
ー
ブ
の
近
く

　妊
娠
中
は
お
口
の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
る
時

期
で
す
。
妊
娠
す
る
と
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分

泌
が
増
え
、
そ
の
女
性
ホ
ル
モ
ン
を
好
む
歯

周
病
菌
も
増
え
て
歯
肉
の
炎
症
を
進
行
さ
せ

ま
す
。
ま
た
、
つ
わ
り
な
ど
で
お
口
の
手
入

れ
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
も
、
虫
歯
や
歯
周

病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　近
年
、
お
母
さ
ん
の
お
口
の
病
気
が
胎
児

や
乳
児
の
健
康
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
お
よ

ぼ
す
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
歯

周
病
は
早
産
や
低
体
重
児
出
産
に
な
る
危
険

性
が
高
い
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

　妊
娠
中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
の
乳
歯
や
永
久
歯

の
一
部
が
形
成
さ
れ
始
め
ま
す
。
妊
娠
中
の

栄
養
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
発
育
に
も
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

妊
娠
中
の
虫
歯
や
歯
周
病
を
予
防
す
る
に
は

◎
つ
わ
り
が
治
ま
っ
た
ら
歯
の
健
診
を
受
け

ま
し
ょ
う

◎
虫
歯
の
あ
る
人
は
安
定
期
に
治
療
を
済
ま

せ
て
お
き
ま
し
ょ
う

◎
歯
み
が
き
を
し
っ
か
り
し
ま
し
ょ
う

◎
虫
歯
予
防
の
た
め
に
、
ダ
ラ
ダ
ラ
食
べ
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う

に
燃
え
や
す
い
も
の
や
ス
プ
レ
ー
缶
を
置
か

な
い
こ
と
、
就
寝
中
や
そ
の
場
を
離
れ
る
と

き
は
必
ず
火
を
消
す
こ
と
で
、
ス
ト
ー
ブ
火

災
の
大
半
は
な
く
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　各
種
ス
ト
ー
ブ
を
取
り
扱
う
上
で
の
注
意

点
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

電
気
ス
ト
ー
ブ

◎
電
気
コ
ー
ド
を
折
り
曲
げ
た
り
、
家
具
や

じ
ゅ
う
た
ん
の
下
敷
き
に
し
た
り
し
な
い

◎
コ
ー
ド
が
異
常
に
熱
い
な
ど
、
お
か
し
い

と
感
じ
た
ら
使
用
を
中
止
す
る

石
油
ス
ト
ー
ブ

◎
使
用
中
に
給
油
し
な
い

◎
給
油
後
は
キ
ャ
ッ
プ
が
完
全
に
閉
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
確
認
す
る

◎
燃
焼
筒
を
正
し
く
セ
ッ
ト
し
て
使
用
す
る

◎
燃
焼
筒
に
す
す
が
付
着
し
て
い
る
場
合
は

取
り
除
く

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

◎
フ
ィ
ル
タ
ー
に
ほ
こ
り
な
ど
が
詰
ま
る
と

異
常
加
熱
の
原
因
と
な
る
た
め
、
定
期
的
に

フ
ィ
ル
タ
ー
の
点
検
・
清
掃
を
行
う

　ス
ト
ー
ブ
を
正
し
く
使
用
し
、
寒
い
冬
を

快
適
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

◎
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
　お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
歯
の
健
康
を
守
る

た
め
に
は
、
妊
娠
前
か
ら
お
口
の
健
康
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
必
要
な
ら
治
療
し
て
お
く
こ

と
も
大
切
で
す
。
歯
科
の
か
か
り
つ
け
医
を

持
ち
、
妊
娠
中
や
出
産
後
も
定
期
的
に
歯
科

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
無
料
歯
科
健
診
を
実
施

　市
で
は
今
年
４
月
か
ら
、
母
子
健
康
手
帳

を
交
付
し
た
妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
妊
婦
歯
科

健
診
を
始
め
ま
し
た
。
妊
娠
中
に
１
回
、
市

内
の
歯
科
医
院
に
て
無
料
で
歯
科
健
診
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
ま
れ
て
く
る
赤

ち
ゃ
ん
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
健
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

保
健
だ
よ
り

問
市
役
所 

健
康
づ
く
り
推
進
課
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宇
和
柿
句
会
（
宗
一
選
）

人ひ
と

気け

な
き
名
水
秋
を
深
め
を
り

�

宇
都
宮
か
す
み

葛く
ず

の
花
沢
へ
の
径み

ち

の
始
ま
り
ぬ

�

武
知

　洋
子

秋あ
き

簾す
だ
れ

明
日
よ
り
閉
づ
と
い
ふ
茶ち

ゃ

店み
せ

�

黒
田

　美
穂

さ
さ
ご
句
会
（
カ
ホ
ル
選
）

老
僧
の
黒こ

く

衣い

の
裾す

そ

に
秋
の
風

�

米
谷

　慶
子

流
れ
星
帰
る
塒ね

ぐ
ら

も
な
か
り
け
り

�

高
橋
お
さ
む

籾も
み

よ
せ
て
籾
を
均な

ら

し
て
翁お

き
な

か
な

�

平
家
多
鶴
子

れ
ん
げ
草
句
会

診
察
日
冷
房
の
き
く
部
屋
に
待
つ

�

河
野

　安
永

ダ
ン
プ
カ
ー
風
に
ひ
れ
伏
す
青あ

お

芒す
す
き

�

横
山

　博
子

焼
酎
に
ほ
ろ
ほ
ろ
酔
う
て
一
人
ご
と

�

西
添

　福
繁

中
川
俳
句
会

倒
伏
に
与く

み

せ
ず
田た

稗ひ
え

つ
ん
と
立
つ

�

玉
井
喜
三
郎

し
た
た
か
に
生
き
て
稲
田
の
稗ひ

え

引
き
し

�

牧
野

　敬
子

島
め
ぐ
り
し
た
き
葉
月
の
旅
心

�

末
光
恵
美
子

さ
わ
ら
び
句
会

髪
切
っ
て
お
洒
落
心
と
涼
し
さ
を

�

梶
原

　路
子

後
継
ぎ
の
な
い
家や

に
狗え

の

尾こ
ろ

草ぐ
さ

茂
る

�

河
野

　美
恵

雨
降
り
て
土
匂に

ほ

ひ
立
つ
初
月
夜

�

松
本
る
み
こ

　社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
き
ま

す
。
年
末
調
整
や
申
告
ま
で
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
25
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の

間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

　11
月
上
旬
に
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
届
き
ま
す
。
年

末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、
必
ず
こ
の

証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

平
成
25
年
10
月
１
日
以
降
に
、
今
年
初
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
人

　来
年
２
月
頃
に
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
届
き
ま
す
。

家
族
が
納
付
し
て
い
た
場
合
も
本
人
分
に
加

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
家
族
宛
に
届
い

た
控
除
証
明
書
が
あ
る
場
合
は
添
付
し
て
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
期
間
内
に
提
出
を

　老
齢
や
退
職
の
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　課
税
対
象
と
な
る
人
に
は
、
11
月
上
旬
ま

で
に
「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」
が
日
本
年
金

機
構
か
ら
届
き
ま
す
。
期
間
内
に
必
ず
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　宇
和
島
年
金
事
務
所
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国
民
年
金
か
ら

問

SEIYO INFORMATION & NEWS

　平成25年10月から以下のとおり手当額が改正されました。

児童扶養手当法による児童扶養手当の額等の改定の特例に関す

る法律の一部改正に伴う額改定です。
H25.9まで H25.10から

特別児童扶養手当（１級） 50,400円 → 50,050円
特別児童扶養手当（２級） 33,570円 → 33,330円
特 別 障 害 者 手 当 26,260円 → 26,080円
障 害 児 福 祉 手 当 14,280円 → 14,180円
福祉手当（経過措置分） 14,280円 → 14,180円

特別児童扶養手当とは
　身体や精神に中程度以上の障がいのある児童を監護している

父か母または父母に代わって児童を養育している人に支給され

ます。支給対象は児童が20歳未満であることなど。詳細はお

問い合わせください。

特別障害者・障害児福祉手当とは
　福祉の向上を図るため日常生活において常時特別の介護を必

要としている精神または身体に著しく重度の障がいのある人に

支給されます。支給対象は入所していない人など。詳細はお問

い合わせください。

問 市福祉事務所 高齢福祉課　☎0894（62）6406

　臨時職員を次のとおり募集します。希望者

は履歴書を募集期間内に提出してください。

募集期間　10月21日（月）～11月８日（金）

募集内容
職　　種 資格要件 賃　　金 募集人数

看 護 助 手
50歳未満

（定年60歳）
日額　　
6,200円

若干名

給食調理員
50歳未満

（定年60歳）
日額　　
6,200円

若干名

試験内容および試験日
　書類審査および面接試験(別途通知します)

雇用期間
　平成25年12月１日から平成26年３月31

日まで（ただし勤務成績・態度・業務量など

により更新あり）

問い合わせ・申込先
　〒797－0015 西予市宇和町卯之町一丁目246－1

宇和病院 事務局☎0894(62)1121

市立宇和病院から

臨時職員を募集します特別児童扶養手当・特別障害者手当など
手当額が変更
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漢
詩

東
宇
和
吟
社

金
山
出
石
寺
に
賽さ

い

す�

宇
都
宮
松
絹

緑
爽
や
か
に
松
林

　雨
後
の
天

鳥
声

　呼
応
し
て
一い

ち

山ざ
ん

に
伝
う

除
災

　偏ひ
と
え

に
祷い

の

る
清せ

い

幽ゆ
う

の
裏

辺
照

　大
師

　功
徳
鮮
や
か
な
り

川
柳

川
柳
明
浜

人
間
が
刻
み
秘
仏
に
あ
が
め
ら
れ

�

藤
堂

　弥
生

親
切
な
人
だ
け
残
る
過
疎
の
町

�

本
堂
カ
ネ
子

甘
え
上
手
な
猫
で
ガ
リ
ガ
リ
な
ど
食
べ
ず

�

村
中
恵
美
子

短
歌

三
瓶
短
歌
会

七
年
後
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
東
京
に
決
ま
り

て
指
折
り
歳
数
え
お
り 

酒
井
タ
ツ
子

観
音
水
御み

荷か

鉾ぶ

仏ぶ
つ

像ぞ
う

カ
ル
ス
ト
と
鬩せ

め

ぎ
合
い

に
て
黒
瀬
の
谷
間 

小
嶋

　利
喜

秋
色
の
動
く
歯
医
者
の
窓
の
花
名
を
問
も
し

て
心
静
め
る 

宇
都
宮
光
子

俳
句

高
山
海
月
俳
句
会

畦
道
の
彼
方
に
秋あ

き

灯ひ

ひ
と
つ
揺
れ

�

宇
都
宮
諦
愚

鬼ほ
お

灯ず
き

を
鳴
ら
し
競
ひ
し
昔
か
な

�

益
田
か
の
こ

嫁
の
来
て
生
き
る
幸
せ
夏
座
敷

�

鍋
嶋

　良
子

広
　報
　文

　芸

　西
予
市
人
権
作
品
集
「
か
が
や
き
」
に
掲

載
す
る
市
民
の
方
か
ら
の
人
権
作
文
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。

　人
権
問
題
や
、
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

に
あ
な
た
が
思
う
こ
と
な
ど
を
、
作
文
や

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　生
涯
学
習
課
・
各
教
育
課
・
公
民
館
に
提

出
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
62

－

０
６
９
２
）に
て
。

必
ず
住
所
、
氏
名
を
記
載
の
こ
と
。

募
集
期
限

　12
月
20
日（
金
）

　
　市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

人
権
作
文
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集

問

　禁
止
看
板
を
設
置
し
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
不
法
に
廃
棄
物
を
投
棄
し
て
い
る
事

例
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　不
法
投
棄
は
周
辺
の
景
観
を
損
な
う
だ
け

で
な
く
、
投
棄
さ
れ
た
場
所
の
土
壌
・
水
質

汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
５
年
以
下
の
懲

役
も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
厳
し
い
罰
則

も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　本
市
で
は「
不
法
投
棄
を
さ
せ
な
い
・
さ
れ

な
い
環
境
づ
く
り
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の

で
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　市
役
所 

環
境
衛
生
課

　☎
０
８
９
４（
62
）１
１
３
２

不
法
投
棄
防
止
に
ご
協
力
を

問

　平
成
25
年
分
の
年
末
調
整
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
当
日
は
、
11
月
上
旬
に
送
付
さ
れ

る
関
係
書
類
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
説

明
会
は
都
合
の
良
い
場
所
で
受
け
ら
れ
ま

す
。
会
場
・
日
時
は
次
の
と
お
り
で
す
。

西
予
市
役
所
５
階�

大
会
議
室

　11
月
20
日（
水
）午
後
２
時
～
４
時

八
幡
浜
市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　11
月
21
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午

伊
方
町
中
央
公
民
館

　11
月
21
日（
木
）午
後
２
時
～
４
時

　
　八
幡
浜
税
務
署

　☎
０
８
９
４（
22
）０
８
０
０

年
末
調
整
説
明
会

問

　日本初の産科女医「楠本イネ」が医師を志したまちと

して昨年から「西予市おイネ賞事業」を実施しています。

　今年はシーボルトやイネと縁のある豪華なパネリスト

を招き、「楠本イネ」を語っていただくシンポジウムを

開催。私たちが知らないイネの貴重な話を聞ける絶好の

機会です。

パネリスト
　シーボルト子孫︰関口 忠志さん（日本シーボルト協会幹事）

　楠本イネ子孫︰楠本 貞夫さん（楠本歯科クリニック）

　厚生労働省︰定塚 由美子さん（雇用均等・児童家庭局総務課長）

　西予市文化の里︰堀内 八重（館長）

ゲスト　神戸オランダ王国総領事

　医療研究・活動に活躍する女性を奨励するために、今

年も全国の女性医師と女子医学生を対象に作文を募集し

たところ、40通を超える応募がありました。

　受賞者を招いての表彰式を行い、市を挙げて祝福しま

すので、多くの皆さまの参加をお願いします。

　　市役所 政策秘書室☎0894（62）5000問

日時　10月27日（日）午後１時30分～　　　　　　

会場　県歴史文化博物館多目的ホール（入場無料）
　　　当日託児を行います（要予約）　　　　　　

第２回西予市おイネ賞事業
「イネを語るシンポジウム」と「作文表彰式」
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○９月届出分（敬称略）。親族等のご承諾を得て掲載しています。
　掲載を希望されない場合は、届出の際にお申し出ください。
※この記事を営利目的に利用することを禁じます。
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相
談
は
無
料
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

行
政
相
談

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　11
月
５
日（
火
）午
前
９
時
～
正
午

市
役
所 

１
階
相
談
室

　11
月
14
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　11
月
11
日（
月
）午
前
９
時
～
11
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　11
月
15
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

三
瓶
支
所

　11
月
19
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

各
種
相
談

西
予
市
役
所

　11
月
14
日（
木
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　11
月
８
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

教
育
保
健
セ
ン
タ
ー

　11
月
５
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
３
時

野
村
公
民
館

　11
月
25
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

三
瓶
文
化
会
館

　11
月
15
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

人
権
相
談

結
婚
相
談

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　11
月
５
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

　11
月
26
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　11
月
８
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

野
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　11
月
12
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　11
月
15
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

市
社
会
福
祉
協
議
会 

三
瓶
支
所

　11
月
25
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

心
配
ご
と
相
談

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　11
月
15
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

　予
約
先

︰

市
社
会
福
祉
協
議
会 

城
川
支
所

　☎
０
８
９
４（
82
）１
２
６
６

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　11
月
22
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

市
社
会
福
祉
協
議
会 

宇
和
支
所

　11
月
11
日（
月
）午
後
１
時
～
３
時

高
山
公
民
館
（
明
浜
町
）

　11
月
８
日（
金
）午
後
１
時
～
３
時

総
合
セ
ン
タ
ー
し
ろ
か
わ

　11
月
15
日（
金
）午
前
９
時
30
分
～
正
午

法
律
相
談
※
予
約
制

登
記
相
談
※
予
約
制

介
護
・
福
祉
・
認
知
症
相
談

お誕生おめでとう

おくやみ
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　配
偶
者
か
ら
の
暴
力
は
、
犯
罪
と
な
る
行

為
を
も
含
む
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
次
の

機
関
で
は
年
間
を
通
じ
て
相
談
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
一
人
で
悩
ま
ず
早
め
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　県
婦
人
相
談
所

　☎
０
８
９（
９
２
７
）３
４
９
０

　県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　☎
０
８
９（
９
２
６
）１
６
４
４

　夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場
な

ど
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

性
犯
罪
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚
な
ど
の
家
庭

内
問
題
と
い
っ
た
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま

す
。
※
予
約
不
要
・
無
料
・
秘
密
厳
守

日
時　11

月
18
日（
月
）～
22
日（
金
）午
前
８
時
30

分
～
午
後
７
時

　11
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）午
前
10
時
～

午
後
５
時

全
国
統
一
電
話
番
号

　０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０
（
Ｉ
Ｐ
電
話

か
ら
の
接
続
は
で
き
ま
せ
ん
）

相
談
担
当
者

　人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

　
　松
山
地
方
法
務
局

　☎
０
８
９（
９
３
２
）０
８
８
８

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

問女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

問

市役所などの各自治
体は、特別な理由の
ない犬・ねこの引き
取りを拒否できるよ
うになりました

　県
内
最
大
級
の
産
業
の
祭
典
！
愛
媛
の
産

業
を
見
て
、
触
れ
て
、
食
べ
て
、
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

　11
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

　午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

※
23
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
。
開
始
時
間

は
予
定
。

会
場

　城
山
公
園
や
す
ら
ぎ
広
場
（
松
山
市

堀
之
内
）

　
　県
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
課

　☎
０
８
９（
９
１
２
）２
５
４
１

　平
成
25
年
11
月
１
日
現
在
で
「
２
０
１
３

年
漁
業
セ
ン
サ
ス
（
農
林
水
産
省
）」
を
実

施
し
ま
す
。
漁
業
の
「
い
ま
」
を
知
る
た
め

の
５
年
に
一
度
の
大
切
な
統
計
調
査
で
す
。

　調
査
対
象
と
な
る
世
帯
・
事
務
所
に
は
10

え
ひ
め
・
ま
つ
や
ま
産
業
ま
つ
り

問２
０
１
３
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
協
力
を

月
下
旬
か
ら
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　市
役
所 

情
報
推
進
課

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
４

　男
女
共
同
政
策
室
で
は
今
年
も
男
性
支
援

事
業
を
実
施
し
ま
す
。
い
つ
も
は
忙
し
く
て

な
か
な
か
一
緒
に
遊
べ
な
い
お
父
さ
ん
と
、

す
て
き
な
木
工
作
品
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　11
月
24
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

会
場

　遊
子
川
小
学
校
（
城
川
町
）
図
工
室

対
象

　市
内
の
小
学
生
と
男
性
の
保
護
者
10

組
（
多
数
の
場
合
抽
選
）

講
師

　桧
垣
忠
雄
さ
ん
（
遊
子
川
地
区
集
落

応
援
隊
）

参
加
費

　５
０
０
円
（
11
月
８
日
締
切
）

　
　
　
　
　
　市
役
所 
企
画
調
整
課
男
女
共
同
政
策
室

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
０
３

問親
子
木
工
体
験
～
パ
パ
と
作
る
ア
ー
ト
逸
品
～

問
・
申
込
先

〈
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
部
門
〉
愛
媛
の
未
来
を
ひ

ら
く
少
年
の
主
張
大
会
（
９
月
７
日
・
県
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）
③
谷
口
ひ
な
の
（
三
瓶

中
３
）

〈
ア
ス
リ
ー
ト
部
門
〉
四
国
選
抜
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会
（
８
月
25
日
・
県
武
道

館
）
小
学
４
年
女
子
の
部
①
金
子
叶
実
（
石

城
小
学
校
）

　荒
木
由
美
子
さ
ん
が
「
家
族
の
絆
～
感
謝

の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
よ
う
～
」
と
題
し
て

講
演
。
２
０
０
４
年
に
出
版
し
た
「
覚
悟
の

介
護
」
を
元
に
、
本
の
中
で
は
書
き
き
れ
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
も
お
話
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
自
身
の
体
験
か
ら
語
る「
介

護
へ
の
教
訓
」や
「
人
と
人
と
の
向
き
合
い

方
」
な
ど
を
、
涙
あ
り
笑
い
あ
り
で
お
届
け

し
ま
す
。

日
時

　11
月
23
日（
土
）

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場

　宇
和
文
化
会
館
（
入
場
料
無
料
）

　
　市
社
会
福
祉
協
議
会 

本
所

　☎
０
８
９
４（
72
）２
３
０
６

が
ん
ば
れ
！
せ
い
よ
の
ア
ス
リ
ー
ト
！
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
！

第
５
回
西
予
市
社
会
福
祉
大
会

問

講師
荒木 由美子さん
（タレント）

　平成25年９月１日から「動物愛護

管理法」が一部改正されています。

飼い主には、その動物が命を終える

まで適性に飼育する「終生飼育」の

責任があることが法律上明確にされ

ました。

　動物たちは飼い主を選ぶことがで

きず、自分の存在の全て、命までも

飼い主に委ねています。自らの病気

などによりどうしても飼育できなく

なった場合は、自分で新たな飼い主

を探したり、動物愛護団体に相談し

たりして譲渡先を見つけましょう。

　　市役所 環境衛生課☎0894（62）1132問

「動物愛護管理法」一部改正に
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「せい坊」オフィシャルホームページ
http://www.seibou.jp/

ゆるキャラグランプリも後半戦に突入～！
ぼくに毎日１票をよろしくだよっ！

※住民基本台帳法による。カッコ内は前月比

人　口　41,888人（－15）
　　　　男 19,665人（－14）　女 22,223人（－ 1）

世帯数　18,730世帯（－10）

出　生　21人（－ 5）
　　　　男 11人（－ 4）　女 10人（－ 1）

死　亡　51人（－ 4）
　　　　男 21人（－ 8）　女 30人（＋ 4）
※Ｈ24.7.9 住民基本台帳法改正により、外国人を含む人口・世帯数を記載しています。

保険税 ５期
納期限は12月２日(月)

（口座振替は11月25日）

11月の納税

市民のうごき
（９月末現在）

イベント情報イベント情報

　　　　　　　　　　　　招待　豪栄道関、松鳳山関、片男波親方
　　　　　　　　　　　　会場　西予市乙亥の里　乙亥会館
◎第１日目…午前８時～午後６時（予定）
　市内一般青年団体対抗戦・個人勝抜戦、プロ・アマ招待選手取り
組み、稚児土俵入り、力士指導、乙亥太鼓披露など
◎第２日目…午前７時50分～午後６時（予定）
　市内小・中学校団体対抗戦・個人勝抜戦、プロ・アマ選手取り組
み、稚児土俵入り、初っきりなど
入場整理券　前売り1,500円、当日2,000円
マス席　１マス３人、１マス15,000円（弁当・土産付き）
※当日は市内各地区から無料送迎バスを運行します。詳細はお問い

合わせください。

　　　　　市観光協会 野村支部☎0894（72）0339
　　　　　野村支所 産業建設課☎0894（72）1115

第162回　乙亥大相撲
11/26（火）・27（水）に開催！

10 ⁄27（日）
西予市民劇団「もんたかな」 旗揚げ公演
◯  午後２時～
◯  大人1,000円、高校生以下500円

◯  ◯ 宇和文化会館☎0894（62）6111

時 
料 
場 問

11 ⁄2（土）・3（日）
西予市総合文化祭 第８回宇和町文化祭◯  午前10時～
◯  宇和体育館ほか
  ◯ 市教育委員会 文化体育振興課　 ☎0894（62）6416

時 
場 
問

11 ⁄3（日）
第42回宇和町ふるさと芸能祭
◯  午前10時～
◯  宇和文化会館
  ◯ 市教育委員会 文化体育振興課☎0894（62）6416

時 
場 
問

11 ⁄3（日）
西予市総合文化祭 第31回明浜ふる里芸能祭◯  午前９時～
◯  俵津公民館
  ◯ 明浜教育課☎0894（64）1291

時 
場 
問

11 ⁄10（日）
平成25年度県民総合文化祭

合唱公演
県内の合唱団が集っての発表会

◯  午後１時～４時

◯  宇和文化会館
  ◯ 市教育委員会 文化体育振興課☎0894（62）6416

時 
場 
問

11 ⁄15（金）
朝霧ロードイルミネーション点灯式
◯  午後６時～
◯  野村ダム左岸公園
  ◯ 野村支所 産業建設課☎0894（72）1115

時 
場 
問

11 ⁄16（土）
第４回＂元気だ！せいよ＂

ノルディック・ウォーク大会 in しろかわ
城川の紅葉を満喫しながら、心も体も

リフレッシュしませんか。①ほのぼの

コース（約5.5㌔）、②自然満喫コース

（約10㌔）の２コースあり。

◯  午前９時～午後０時30分

◯  500円
◯ 農村環境改善センターうおなし（魚

成公民館）※雨天時は城川農業者ト

レーニングセンター集合

※申込締め切りは10月25日（金）

  ◯ 市役所 健康づくり推進課

　 ☎0894（62）6407

時 
料 
集 

問

11 ⁄16（土）
軽トラ市
市内のほりだしもん、おいしいもんが多数出店。
◯  午前９時～午後１時
◯  乙亥会館
  ◯ 野村支所 産業建設課
　 ☎0894（72）1115

時 
場 
問

11 ⁄17（日）
第16回宮中雲子音楽祭
◯  午前10時～
◯  三瓶文化会館
  ◯ 三瓶教育課☎0894（33）2470

時 
場 
問

マス席申込
問・申込先
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心
か
ら
の
生
の
叫
び
　
塔
和
子
さ
ん
を
し
の
ん
で

　「ら
い
予
防
法
」
に
よ
る
被
害
者
の
追
悼
・
慰
霊
と
名
誉

回
復
を
図
る
目
的
で
「
ら
い
予
防
法
に
よ
る
被
害
者
の
名
誉

回
復
及
び
追
悼
の
日
」
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　今
年
は
６
月
21
日
、
厚
生
労
働
省
正
面
玄
関
前
で
行
わ
れ

た
と
の
記
事
が
、
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー
発
行
の
月

刊
誌
「
ア
イ
ユ
」（
８
月
号
）
に
出
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で

次
の
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
全
国
ハ
ン
セ
ン
病
療
養
所
入
所
者
協
議
会
長
の
神
（
こ

う
）
美
知
宏
さ
ん
は
『
今
年
５
月
１
日
現
在
の
入
所
者
は
全

国
で
１
、９
７
９
人
お
り
、
平
均
年
齢
は
82
・
６
歳
に
達
し

た
。
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
解
決
の
政
府
の
責
任
が
問
わ
れ
な
が

ら
、
療
養
所
で
は
人
手
不
足
が
深
刻
に
な
り
、
療
養
環
境
は

悪
化
し
続
け
、
不
安
は
増
大
す
る
ば
か
り
。
誤
っ
た
隔
離
政

策
を
続
け
た
国
が
、
効
率
優
先
の
合
理
化
政
策
で
、
再
び
入

所
者
の
人
生
を
踏
み
に
じ
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ
れ
な
い
』

と
述
べ
た
」

　こ
の
冊
子
を
見
た
数
日
後
、
塔
和
子
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

た
と
の
知
ら
せ
が
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
４
年
に
生
を
受
け
ら

れ
、
13
歳
で
大
島
青
松
園
に
強
制
隔
離
さ
れ
、
84
歳
を
目
前

に
生
涯
を
閉
じ
ら
れ
た
こ
と
に
悲
し
み
を
禁
じ
え
ま
せ
ん
。

　平
成
19
年
４
月
15
日
、
塔
さ
ん
が
50
年
ぶ
り
に
帰
郷
さ

れ
、「
塔
さ
ん
お
帰
り
な
さ
い
」
の
横
断
幕
と
２
５
０
人
余
り

の
「
ふ
る
さ
と
」
の
合
唱
で
迎
え
ら
れ
た
塔
さ
ん
の
笑
顔
が

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
市
民
に
広
が
っ
た
募
金
活
動
で

集
ま
っ
た
寄
付
金
で
文
学
碑
が
建
立
さ
れ
、
当
日
除
幕
さ
れ

た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
香
川
県
に
ご
来
県
さ
れ
、
共
に
喜
び

の
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
美
智
子
皇
后
が
好
ま
れ
た
詩「
胸

の
泉
に
」
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
胸
の
泉
に
」

か
か
わ
ら
な
け
れ
ば

　
　
こ
の
愛
し
さ
を
知
る
す
べ
も
な
か
っ
た

　
　
こ
の
親
し
さ
は
湧
か
な
か
っ
た

　
　
こ
の
大
ら
か
な
依
存
の
安
ら
い
は
得
ら
れ
な
か
っ
た

　
　
こ
の
甘
い
思
い
や

　
　
さ
び
し
い
思
い
も
知
ら
な
か
っ
た

人
は
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
知
る

　
　
子
は
親
と
か
か
わ
り

　
　
親
は
子
と
か
か
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て

　
　
恋
も
友
情
も

　
　
か
か
わ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
て

か
か
わ
っ
た
が
故
に
起
こ
る

幸
や
不
幸
を

積
み
重
ね
大
き
く
な
り

く
り
返
す
こ
と
で
磨
か
れ

そ
し
て
人
は

人
の
間
で
思
い
を
削
り
思
い
を
ふ
く
ら
ま
せ

生
を
綴
る

あ
あ

何
億
の
人
が
い
よ
う
と
も

か
か
わ
ら
な
け
れ
ば
路
傍
の
人

　
　
私
の
胸
の
泉
に

枯
れ
葉
い
ち
ま
い
も

落
と
し
て
は
く
れ
な
い

　昨
年
「
人
権
の
つ
ど
い（
宇
和
会
場
）」
で
講
演
い
た
だ
い

た
宮
崎
信
恵
さ
ん
が
新
聞
で
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま
す
。

　「
自
由
を
奪
わ
れ
た
環
境
で
、
一
生
懸
命
生
き
た
い
と
の

思
い
を
詩
に
ぶ
つ
け
た
。
環
境
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、
闇
の

中
か
ら
私
た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
続
け
た
。
生
き
て
い
る
全

て
の
人
へ
の
応
援
歌
で
あ
る
塔
さ
ん
の
詩
を
、
ず
っ
と
語
り

伝
え
た
い
」

　人
間
関
係
の
希
薄
化
や
無
縁
社
会
な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る

今
こ
そ
、
こ
の
詩
を
読
み
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
次
の
詩

で
「
生
き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
も
考
え
た
い
も
の
で
す
。

「
涙
」

あ
の
と
き

死
の
う
と
思
っ
た
私
が
夫
に

　
　「
一
生
懸
命
な
の
よ
」
と
言
う
と

　
　
夫
は

　
　「
同
じ
一
生
懸
命
に
な
る
の
な
ら

　
　
生
き
る
こ
と
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
く
れ

　
　
が
む
し
ゃ
ら
に
生
き
よ
う
で
は
な
い
か
」
と

　
　
言
っ
て
く
れ
た

私
は
目
が
覚
め
た
よ
う
に

そ
う
だ
と
思
っ
た

ど
ん
な
に
懸
命
に
生
き
た
と
し
て
も

永
遠
に
続
い
て
い
る
時
間
の
中
で

一
瞬
を

闇
か
ら
浮
き
上
が
っ
て

姿
あ
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
だ

　
　
い
の
ち

　
　
こ
の
愛
（
い
と
）
け
な
い
も
の

思
い
き
り
わ
が
身
を
抱
き
し
め
て
い
る
と

き
ゅ
っ
と

涙
が

に
じ
み
で
た

▼
感
想
や
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　市
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課
（
社
会
教
育
指
導
員

　宇
都
宮
）

　☎
０
８
９
４（
62
）６
４
１
５

み

ん

な

の

人

権

ひ

ろ

ば



2013　11月 24

有
料
広
告

発
行
／
西
予
市
役
所
　
〒
7
9
7
-8

5
0
1
 西

予
市
宇
和
町
卯
之
町
三
丁
目
4
3
4
番
地
1
　
編
集
／
情
報
推
進
課
　
発
行
日
／
平
成
2
5
年
1
0
月
2
1
日

西
予
市
役
所
☎
0
8
9
4
－6

2
－6

4
0
0（

代
表
）ま

た
は
0
8
9
4
－8

9
－7

0
0
0（

IP
電
話
）※

IP
電
話
同
士
の
通
話
料
無
料

　「被
害
の
こ
と
は
以
前
か
ら

問
題
視
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た

だ
け
。
そ
れ
な
ら
ば
県
の
事
業

を
活
用
し
て
、
や
っ
て
み
よ
う

と
思
い
ま
し
た
」

　山
奥
に
仕
掛
け
た
箱
お
り
を

確
か
め
て
い
る
の
は
、
野
村
町

青
年
農
業
者
協
議
会
で
会
長
を

務
め
る
増
田
寿
永
さ
ん
。
今

年
、「
第
49
回
愛
媛
県
若
い
農

業
経
営
者
大
会
」
で
有
害
鳥
獣

対
策
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
結
果
を

発
表
し
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　「最
優
秀
賞
は
う
れ
し
い
で

す
。
今
後
に
向
け
て
、
も
う
少

し
捕
獲
頭
数
を
上
げ
て
被
害
を

減
ら
し
た
い
」
と
増
田
さ
ん
。

発
表
で
は
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

の
映
像
に
よ
っ
て
集
落
内
に
侵

入
す
る
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
な
ど

の
様
子
と
、
試
作
し
た
捕
獲
わ

な
の
扉
が
イ
ノ
シ
シ
に
壊
さ
れ

な
が
ら
も
扉
や
仕
掛
け
を
改
良

し
て
捕
獲
す
る
ま
で
を
紹
介
し

ま
し
た
。

　今
年
の
捕
獲
頭
数
は
９
月
末

現
在
で
39
頭
。
去
年
１
年
間
の

２
頭
と
比
較
し
、
19
倍
も
の
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

　そ
の
要
因
は
「
メ
ー
カ
ー
の

支
援
を
受
け
て
イ
ノ
シ
シ
わ
な

へ
の
侵
入
を
感
知
す
る
セ
ン

サ
ー
装
置
を
設
置
し
た
こ
と
、

そ
し
て
『
し
し
の
里
せ
い
よ
』

の
舟
本
さ
ん
と
連
携
し
て
設
置

場
所
の
情
報
を
い
た
だ
け
た
こ

と
」
な
の
だ
と
か
。

　10
月
に
香
川
県
で
開
催
さ
れ

る
「
中
四
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発

表
会
」
で
は
、
愛
媛
県
代
表
と

し
て
こ
の
取
り
組
み
を
発
表
す

る
予
定
で
す
。

増田寿永さん（28）＝野村町阿下/ま
すだ・としひさ︰愛知学院大学経営
学部を卒業後、大和ハウス工業へ就
職。営業を勤め「人との接し方、つ
ながりの大切さ」を学ぶ。５年前か
ら家業である畜産業に従事。趣味・
特技ともにサッカー。西予FCおよ
び野村体協サッカー部でディフェン
ダーとしても活躍中。

か
が
や
き
西
予
人

「
地
域
の
被
害
減
ら
し
た
い
」

�
捕
獲
頭
数
19
倍
の
理わ

由け

と
は

せ
い

よ

び
と

　テレビなどに出演して西予市を
PRしていただく「ローカルマネー
ジャー」を大募集しています！詳し
くは14ページをご覧ください。
　四国西予ジオパークが誕生しまし
た。このまちで生きるあなた自身も
評価された「ジオ」の一部です。全
国に対して皆で一緒に西予の魅力を
発信していきましょう。（堀）

編集後記

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問

広告募集します

市役所 情報推進課☎0894（62）6404問


